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支支 所所 かか らら のの

おお 知知 らら せせ  

～「安全運転」 トキめく夏の 合言葉～ 夏の交通事故防止運動はまもなくです 

 

７月２２日から３１日まで、夏の交通事故防止運動が行われます。今回の運動の重点は、以下の３点です。

交通マナーを守り、小国地域から交通事故を追放しましょう。 

 

○飲酒運転の根絶 

夏を迎え、アウトドアレジャーでの飲酒機会が多くなります。飲酒後アルコールは

簡単に抜けないことを正しく認識し、飲酒運転を根絶しましょう。自動車で仲間と飲

食店に行く場合には、あらかじめお酒を飲まない人「ハンドルキーパー」を決めてお

くなどしましょう 

○無謀、疲労運転の追放 

夏の休暇を利用して、帰省やレジャーなどの長距離運転の機会が多くなります。夏のドライブは、暑さ

で思っている以上に疲労がたまりがちです。こまめに休憩をとり、居眠り運転を防止しましょう。 

○シートベルトとチャイルドシートの着用徹底 

 シートベルトとチャイルドシートは命綱です。家族や友人の命を守るため、ドライバーは乗員全員の

シートベルトとチャイルドシートの着用を確認しましょう。※シートベルトは後部座席を含め、全席で

着用が義務化されています。 

問小国支所地域振興課 地域振興・防災係 電話９５－５９０５

うんめぇ米、大募集！ 

 

昨年に続き２回目となる長岡うまい米コンテスト。長岡市内の農家や小中学校が長岡№１の座をかけて競

います。あなたも自慢のお米の実力を試してみませんか！？ 

 

《出品参加方法》 

①参 加 資 格  長岡市に住所を有する農家、または長岡市内の学校田を有する小中学校 

②申 込 方 法  各支所産業課または農政課にある申込書に必要事項を記入のうえ提出してください 

（申込書は長岡市ホームページからもダウンロードできます） 

③申 込 期 間  平成２２年７月１２日（月）から ８月２７日（金）まで 

④参 加 料  １点当たり２，０００円（後日納付） 

⑤提 出 物  玄米２㎏と出品米の栽培履歴（後日提出） 

※応募は１人２点以内で、平成２２年産の国内銘柄米に限ります（低アミロース米、

もち米は除く） 

 

問小国支所産業課 農林係 電話９５－５９０７

長岡市役所農政課 電話３９－２２２３
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小国地域委員会 第２分科会中間報告 「道の駅や特産品生産体制の整備について」 

 

小国地域委員会では、２つの分科会を設けて小国地域の主要課題の検討を行っています。先月号に掲載し

た第１分科会の中間報告に引き続いて、「道の駅や特産品生産体制整備」について検討している第２分科会

の中間報告を掲載します。 

１ 分科会設置の経緯 

「小国地域の活性化をはかるため、農産品の生産体制、販売体制を整備し、地域内の人、組織、資源を最大限

活用して、元気な小国地域を再構築することを目的として提案する。」ことになりました。 

 

２ ものずき村と入広瀬山菜組合の見学 

先進事例として２か所見学しました。ものずき村は、国道２５２号線沿いの小出方面から守門方面に向かう途

中にある店舗です。地元生産者の農産物、民芸品、盆栽、地域の特産品を販売し、好評です。 

① ものずき村の設立の効果・・・特産品が現金収入に結び付き、働く場所の確保や遊休地の有効利用になった。

② 雪割草や地元の農産物を売る販売施設をオープンし、お茶を飲める場所、モノを売る場所、トイレを作った。

③ 「笑顔のキャッチボール、儲けない。」を合言葉にした。 

④ 入広瀬山菜組合は、「さんさい共和国」として百名の組合員で立ち上げた。年間売上高は約１億円で、加工

部門が７千万円、営業部門が３千万円の内訳である。キノコ、わらび、ぜんまい等が主力商品。加工食品の

ウエイトも大きい。 

⑤ 消費者は安全・安心に敏感である。残留農薬に対して万全の対策を立てる。 

 

３ 第２分科会としての中間報告 

① 検討すべき課題の整理 

ア 設置位置をどこにするか。 

イ 運営形態をどうするか。 

ウ 販売品目をどうするか。 

エ 生産者とどう提携するか。 

② 設置位置をどこにするか。 

・町外者の利用も想定すべきで、交通量、利用可能な施設、将来の拡張性等から、Ａコープと提携する

ことが好ましい。 

③ 運営形態をどうするか。 

・町内の総力を結集するため、希望者が参加しやすい運営形態にする。 

④ 販売品目をどうするか。 

・農産品を売るのが最大目的だが、商品の多角化のため、加工品の開発・拡大が大切な課題である。 

・山菜も商品化するとすぐに資源が枯渇する。店頭販売だけでは、売れ残りが出て無駄になる。食材を

活用して惣菜や食堂経営をし、通年販売に結び付ける。 

・地域の特産品の育成が必要だ。山形県鶴岡市では赤ネギで、群馬県は下仁田ネギで地域おこしに成功

した。いんげんも色、形、味が異なれば売れる。 

・計画栽培、契約栽培を導入して、季節に合わせて計画的に生産管理しないと商品確保ができない。同

じものが集中出荷され、単価が下がるだけである。 

 

（３ページへ続く）
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（２ページからの続き） 

 

⑤ 生産者とどう提携するか。 

・農協、生産組合と提携し、生産計画に基づいて無駄のない生産をする。 

・計画栽培、契約栽培を導入して、季節に合わせて計画的に生産管理し、商品確保する。栽培品目も多

角化する。 

 

４ まとめとして 

 小国地域には、過疎化、高齢化の課題があります。新しい直売所は、それらの問題も考慮して地域のすべ

ての方々と提携して、開かれた組織とする必要があります。 

 現時点で論議された問題を整理しました。 

 今後は、具体的な店舗計画、生産計画を整備し、儲かる仕組みを作り上げ、地域全体が元気になる仕組み

を作る方針です。 

 買い物や医療、福祉もこの直売所とリンクさせ、食材等の配達や福祉バスの運行等として実現できないか

を見極めることも大切な課題です。私達第２分科会に与えられた使命は大きいと深く肝に銘じております。

敬老会の開催日のお知らせ 

 

平成２２年度の敬老会は、９月１８日（土）に開催します。詳しくは老人クラブの会長を通じて、８月中

旬ころにご案内をお届けいたします。 

問小国支所市民生活課 福祉係 電話９５－５９００

健康づくり講演会～いつまでも達者で長生き！！～ 

 

 長岡市が平成１９年度からモデル事業として取り組んできた“水中運動”は、ひざや腰の痛みが改善する

など、優れた効果が確認されました。今年度からは介護予防事業として取り組むこととなり、いままでモデ

ル事業にたずさわってこられた３名の方をお迎えして、報告会を兼ねた講演会を開催します。ご近所お誘い

あわせのうえ、ぜひご参加ください。 

 

日  時  ７月２２日（木） 午後２時から午後４時（受付：午後１時３０分から） 

会  場  長岡市小国商工物産館 ２階研修室 

内  容  体験発表 「水中運動を体験して」青柳ツジ子様 

      講 演 ① 「医療現場からみた、小国地域の高齢者の現状と対策」金子吉一先生 

      講 演 ② 「効果的な筋力づくりで膝や腰の痛みを和らげましょう」関口陽子先生 

問小国支所市民生活課 保健係 電話９５－５９００

７月２２日から補聴器相談の時間が変わります 

キ コ エ 補 聴 器 （ 株 ） 毎週水曜日 午後２時から午後２時３０分まで 

新潟リオンメディカル（株） 毎週木曜日 午前９時３０分から午前１０時まで 

問小国支所市民生活課 福祉係 電話９５－５９００ 
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「小国支所からのお知らせ」カラー版は、長岡市ホームページでご覧いただけます。http://www.city.nagaoka.niigata.jp/ 

 
 
 
 
 
 
 
 

今年もやります「おぐに荘盆踊り」 

 

日  時  ８月７日（土） 午後７時３０分から 

会  場  おぐに荘正面駐車場（雨天の場合はおぐに荘体育館） 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

小国地域の人口（平成２２年７月１日現在） 

 前月比 

人口総数 ６，３２９人 －７ 

男 ３，０８９人 －７ 
内訳 

女 ３，２４０人 ±０ 

 

世帯数 ２，１３６世帯 ±０ 

※ は通常９：３０からですが、午後と表示されて

いるものに限り１３：３０から始まります。人数制限、体験料

等は「みんなの体験館（電話９５－３１６１）」までお問合せく

ださい。 

内  容  輪投げや駄菓子、ダーツゲームに加え、たこ焼き店が登場します！ 

そ の 他  送迎バスは、午後７時に中里郵便局を出発、盆踊りが終わり次第お送り 

      します。皆さまのお越しを、心よりお待ちしています。 

問救護施設おぐに荘 電話９５－３４００

くらしのカレンダー 

７月 

日 曜日 行事等 小国診療所

16 金 折り紙アート（朝顔と花火） 診療 
17 土  午前診療

18 日  診療 
19 月・祝 海の日 休診 
20 火 子宮・乳がん検診 8：30～ 休診 
21 水 子宮・乳がん検診 8：30～ 診療 

22 木 
健康づくり講演会 14：00～ 

出前ウィルながおか相談室 13：30～ 
診療 

23 金  診療 
24 土  休診 
25 日  休診 
26 月  診療 
27 火  診療 

28 水 
たんぽぽ健康相談 10：30～ 

心の健康相談会 14：00～ 
診療 

29 木 総合健診結果説明会 13：30～ 診療 
30 金 総合健診結果説明会 13：30～ 診療 
31 土  午前診療

 

８月 

日 曜日 行事等 小国診療所

1 日  休診 
2 月  診療 
3 火  診療 
4 水  診療 
5 木 胃・大腸がん検診 8：30～ 診療 
6 金 胃・大腸がん検診 8：30～ 診療 
7 土  午前診療

8 日 おぐりんピック（野外体験） 休診 
9 月  診療 
10 火  診療 
11 水  診療 
12 木  診療 
13 金  診療 
14 土  休診 
15 日 小国地域野球大会 休診 
16 月  診療 
17 火  診療 
18 水  診療 
19 木  診療 
20 金  診療 
21 土  午前診療

22 日  診療 

 

 

平成22年10月１日 

国勢調査を実施します 

 

 夏の交通事故防止運動 

7 月 22 日 

～31 日 

  


